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【資料２】

委員会 日時 内 容 検討事項等

第１回 12月8日

・委員の委嘱
・委員長の互選、委員長代理者指名
・意見を求める事項の手交
・屋内遊び場整備に関する趣意・経緯
・聖籠町を取り巻く子育て環境と既存公共施設の現状

・新潟大学の宍戸教授を委員長に選出し、新潟財務事務所の青木所
長を委員長代理者に指名

・委員会の意見は、屋内遊び場の新設も含めた０ベースで検討する
ことを確認

第２回 12月19日 ・近隣自治体屋内遊び場施設の視察
・新潟市の「い～てらす」、新発田市の「イクネスしばた・ユウネ
スしばた」、聖籠町の「山倉多目的屋内運動場」を視察

第３回 ２月７日
・視察結果等を踏まえた屋内遊び場施設に関する情報共有
・町民アンケート実施に向けた内容の検討

・アンケート内容について検討し、文言や表現方法などの意見をア
ンケートに反映

第４回 ５月17日
・アンケート結果報告
・アンケート結果を踏まえた今後の方向性の検討

第５回
６月21日
（予定）

・屋内遊び場整備に関する検討①（ワークショップ形式）

第６回
６月28日
（予定）

・屋内遊び場整備に関する検討②（ワークショップ形式）

第７回 ８月○日 ・屋内遊び場整備に関する意見集約

第８回 ９月○日 ・意見書（案）の検討

R6.5.17 第４回 資料

今後の方向性の検討について（案）
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回 日時 検討事項 内 容

第５回
６月21日
（予定）

・ワークショップ形式による検討① ３グループに分かれ検討

第６回
６月28日
（予定）

・ワークショップ形式による検討② 前回に引き続き検討し、検討内容を発表

第７回 ８月○日 ・屋内遊び場整備に関する意見集約 各グループの発表内容を基に意見の集約を行う

第８回 ９月○日 ・意見書（案）の検討 意見集約した内容を基に意見書を検討

R6.5.17 第４回 資料

今後の方向性の検討について（案）

２ 今後の検討方法（案）

⑴ アンケート結果を踏まえて、以下の項目をワークショップ形式で検討
・整備の要否
・整備する場合の方法（新設or改修）
・候補地（改修の場合は施設）
・規模や内容

⑵ ワークショップ形式による検討方法

・３グループに分かれて検討（町職員がそれぞれ入りサポート）
・第５回と第６回委員会の２回にわたり検討し、各グループから発表
・発表内容を事務局でとりまとめ、第７回委員会で意見集約を行う

⑶ スケジュール


